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The Moment When the Omitted but Signified Elucidates the Signifier: 
The Rhetoric of Inverted Iceberg Theory in 
Ernest Hemingway's“The Sea Change" 
j可|王i英介
1 .序一一一 “The Sea Change"をめぐる一般的問題及び本稿の目的
アーネスト・ヘミングウェイ ErnestHemingwayの二件自の短編集昨TinnerTake Not}ung・













































































































ド=リュ Saint-J ean-de-Luzにあるノくー ・ノ〈スク BarBasqueとl呼ばれる酒場で、ヘミングウェ
























i~tかれはしないが言われていることが、舎かれたものをつまびらかにする時一一アーネスト・ヘミングウェイ''TheSea Change" !二おける転倒的氷IlJJll!論の修辞技法 33 
による高評1it1iに疑義を呈した。
また、この小説を詩学的観点から分析したJ.バッカ-J Bakkerは、当小説が収録されて
いる短編集 WinnerTaJceλTothing (1930)に同じく 1又められている短編小説 "HillsLike Vlhite 
Elephants" (1927) と引き比べ、そこで用いられる表現J支巧と「同様の表現技巧が‘TheSea 
Change"にも適用されているJ(143) と分析しており、比較論的観点からこの小説は後者に比
べて「夕、イアログが弱く、透かに劇的効果が低いJ(144) tl~質を観)殺している。シェルドン .N.
グレブスタイン SheldonNorman Grelコsteinは、この小説カミ [男性の堕落J(144) を表し、さ
らにその「小説技巧は "HillsLike Vvhite Elephams"に劣っているJ(1bid.) だけーでなく、物語
途中で、女性が消える {fl~分から「劇的効果カリ戒じている J (1bid.) として、バッカーと何様に最
初期の高評価日を覆した。
しかし、 1986年にヘミングウェイの倒錯的性愛性が抗かれているとされる遺作長編小説
The Garden 01 Edenが出版されると、最初期以降に展開された否定的に効呆を読み込む潮流













れほど望んでいることかJ(qtd. in Lynn 100) と記した手紙が示され、レノルズ説の信性は
さらに確実なものとなった。リンはさらに、ヘミングウェイが 1920年代のパリの修業時代に
師として仰ぎ慕い、公然とアリス.B. トクラス AliceB. Toklasとレズピアン関係をもって














り、 1986年の TheGarden 01 Edenの出版は、それまで“TheSea Change"に与えてきた否定
的な評価を伝記的真実という価値に取って代え、皮肉にもこの小説が他の多くの作品を解明し
うる重要な証拠としての確かな位置付けを与えることになった。





Heming印ay沿Quαrreluバ:.thAndrogyny (1990)やナンシー .R・コムリ-N ancy R. Comley 
とロパート・スコールズ RobertScolesによる Heming・way'sGenders: Rereading the 
J-Jemingway Text (1994)を始め、さらにはデブラ.A.モデルモグ DebraA. Moddelmogの
Rωding Desire: Jn Pursuit 01 Ernest Hemuzgway (1999)等に代表される本格的なジェンダー-
セクシュアリティ研究がヘミングウェイ・テクストロと呼ばれるより包括的なヘミングウェ

















































































































えられた。この新たな潮流は、この小説に遺作長編小説 TheGαrden 01 Edenを解明する」二で、
の重要な伝記的証拠としての{ilif直を見出し、九0年代に入ってからも、多くの論稿はその長編
小説との影響関係の仁1=1 で、この小説の記号内容に対して読解・ ~;:IZ{illî付けを継続している。しか













































304) と呼びかけるにもかかわらず、彼らがバーテンに向かつて“James" (Ibid.) と馴れ馴れ
しく応答している点である。さらに彼らが①on'tneglect to insert the brandy， J ames" (Ibid.) 
とバーテンに注文をつける余計とも思えるような発言に着目する。ベネットがこれらの発言を






















down to make room for him" (CSS 305)と説明している。これは“forhim"が示すように、フィ
ル自らの意思で寄ってきたために、彼らがフィルに座われるように場所をつくったということ
を意味し、彼らがフィルを誘いこんだということを意味してはいないはずである。またバーテ
ンのジェイムズが "You'reright there， sir" (Ibid.) と言ってフィルに座る場所を指定すると、








に“quitecomfortable"なスペースを作りたいのは、彼女にフラれたことで突如 O'1m a 






two" (CSS 304) と視線を送っているものの、すぐに“lookedback at the barman again 





















The TemμstのAct1. Scene I.におけるアリエル Arielの詩の“Nothingof him that doth 



















の詩 "Nothingof him that doth fadel But doth su百era sea-changel 1n1:0 something rich and 
strange" (29)が示す意味と論理的整合性がある。実際にフィルはここにおいて、朽ちること
なく苦しみながらも大変容を遂げている。もちろんこの症状を訴えているフィルは外面的な














"No you wonγ 
寸1come back" 
・‘No，you wo口't.Not to me." 
“YOl'l see" 
“Yes，" he said. "That's the hell of it. YOll probably will." 
“Of course 1 will." 
“Go on. then." 
“Really?" She cOllld not believe him， but her voice was happy. 
“Go， on，" his voice sounded strange to him. He was looking at her， at the way her 
mOllth went and the Cllrve of her cheek bones， at her eyes and at the way her hair 

















ダイアログのようにヲ晃える。しかし u ・Really?'She could not believe him， but her voice was 
happy" (Jbid.)の部分で、実はその「かよわい女性」が「タフカ、、イ」と別れようとしている、
という男女の権力関係が転倒している状況が映しだされていることに気付くはずである。語り





女と別れる数行前に“Andwhen you come back te1 me a1l about it" (Ibid.) と望み、未練が
ましい発言をしている。 20問題はフィルがこの未練がましい発言をするや否や、語り手が "His
voice sounded very strange. He did not recognize it. She looked at him quickly. He was 
settled into something" (Jbid.) と説明している点である。フィルはすぐに I~I らの I~コに宿る「か
よわい女性」の声が聞こえなくなってしまっている。しかし、フィル本人とは思えないような
声が彼女には問こえていることから、内的に何らかの変化があったことを示している。しかし、













この分裂現象を擁護する事例を見てみよう。例えば、フィルが“Yousee in me a di百erent





明しているにもかかわらず、彼女が否定している場面を見てみよう。 “That's the name for it" 
(CSS 304)とフィルが言うと、彼女は“No. . . We're made up of a1 sorts of things" (Ibid.) 
舎かれはしないが言われていることが、苦かれたものをつまびらかにする時一一7ーネスト eヘミングウェイ市leSea Change" における転倒的氷山理論の修~t技沃 43 













り手が“theywere both tanned" (CSS 302) と表しているように、彼らは肌の色を変え、さ




















“All right，" SAID THE MAN.“What about it?" 
“No，" said the girl.“That's al that 1 mean." 
“Y ou mean you won't." 
44 i可i王!
"All right，" said the girl. "You have it your own way." 
“1 don't have it my own way. 1 wish to God 1 did." 
“Y ou did for a long time，" the girl said. 
lt was early， and there was no one in the cafe except the barmaロ







うじゃないわJ)、"That'sa1 that 1 mean." (1私が言いたいのはそれだけJ) と、“it"を“That"
に代えて返事をする。ここにおいてフィルが示す“it"の内容は否定され、しかもその否定され
た内容こそが、彼女が“mean"するところの意味という対-応関係が明らかになる。しかしその
否定された“it"に対して、フィルが "You mean you wonγ(1つまり、君は乗らないというこ
とかJ) と応じたことで、その否定される“it"の内容がかろうじて、彼女が乗るか乗らないか
に関する何某かを指している事実が浮かび上がる。だが彼女がすぐにフィルに“Youhave it 
your own way" (1好きなように受け取ってJ)と返してしまうことで、その何某かの指示対象
が結局浮かび、」二カすらないまま、フィルの "1don't have it my own way" (i好きなように受け
取ってないさJ) と続いてしまう。結局このダイアログの趣旨を示す“it"は明かされないまま、
彼女が "Youdid for a long time" (1これまで、ず、っとそう受け取ってきたでしょ J) と会話が打






















に対ーする彼女の“That'sa1l that 1 mean"という発言の後には“aboutit"という表現が続くはず


















てみよう。“it"をめぐるダイアログは以下の出来事の連鎖を隠蔽している。“That'sal1 that 1 
mean"の後に省1各される "aboutit"においては、彼女が彼に対して言い直して強調しているこ
とが明らかだが、これは彼の“it"に対する物わかりの悪さに彼女がしびれを切らして言い在し




“You have it your own way" (1"好きなように受け取ってよJ) とついに“it"をめぐる相互理解
を諦めたことも判明するのである。それに対・する彼の返答“1don't have it my own way. 1 
wish to God 1 did" (1"好きなように受けとってないさ。出来たら良かったが、どうしても出来
ないんだ。J)が示すのは彼自身の“it"の受け取り方への諦めきれない欲望である。しかし彼女
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矛盾した発言に基づいている。ヘミングウェイは 1933年 1月 1613にスクリブナ一社の編集者マッ
クスウェル・パーキンズ MaxwellPerkins宛てに「どれが完全にでっちあげられたものかは誰もわか







5 Baker Artist 139 





7 1'lora 66 
8 Debra A. Moddelmog. R仰の~'n/::Desire: Jn PursuU 01 Hemingway. 26 
9 父クラレンスはグレースとルースの行き過ぎた関係に気付き、へミングウェイ家へのILU入りを禁
じた (Reynolds81)。
10 Lynn 168.リンは母グレースカfスタインと 20カ丹しか年指令カf変わらない点と、さらにスタインカT
H.):グレースと伺殺に支配的な対話方法を持っていた点を根拠に両者の近似tl~ を唱えている。
1 実際にへミングウェイは、スタインとの書簡において「私は彼女の話をよく i却さi学び、いつも彼
女と性交したいと思っていた。そして彼女もそれを知っていたJ(Selected Lelters 650)と書いている 0







14 ここでいう処の 1I出来事」とは、クリス・パルデイック ChrisBaldickによる OxlordDl:cUonary 
01 LUerary Tenns (2008)における "story"の定義の中で対比されている意味に基づく。バルデイツ










18 Bennett 237. 
19 また語り手は、フィル自身が "gl21s"(CSS 305)に映る自分の姿をみて時かにもes21w he w21s 
really quite 21 different-looking m21n" (Ibid.) と感じていたこと、そしてその後にフィルが“Looking
50 i江TII
into the mirror he saw that this was quite true" (Jbid.) と{確かに変{ヒしたことをf確認したにもかか













22 舌 ?~It 108-19. 
